
   低温電子物性学研究部門       部門担当教授 岩佐 義宏（2001.7～） 

 
【部門構成員】 
教授：岩佐 義宏、 助教授：田口 康二郎、 助手：竹延 大志、小林 慎一郎 

 
【研究成果】 

 本部門は、ナノカーボン、有機材料を中心として、新化合物の合成からデバイス応用にいたる研究

を遂行している。本年度は、有機トランジスタと、カーボンナノチューブの物性に顕著な進展があっ

た。 
 有機薄膜トランジスタに、自己組織化単分子膜を用いて意図的な界面ドーピングを施し、デバイス

特性を積極的に制御する方法をはじめて提案し、実証した（Ref.1 ）。この手法を有機単結晶トランジ

スタに適用し、界面ドーピングが薄膜特有の粒界などによらない本質的なものであることを示した

（Ref.2 ）。さらに、伝導性高分子の電気化学トランジスタ（ECT）を作製し、同じデバイスに対して、

通常の FET 動作と ECT 動作を測定し、それらを定量的に比較することによって、ECT の特徴を明確

に提示した（Ref.4 ）。 
 一方、カーボンナノチューブでは、多層カーボンナノチューブを FET に作りこみ、ゲート電圧によ

る局在―非局在転移を観測することに成功した（Ref.3 ）。さらに、Z-スキャンと呼ばれる分光法によ

って、単層カーボンナノチューブの非線形光学応答の共鳴増大を観測するとともに、この現象の支配

的機構を明らかにした（Ref.5 ）。 
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【研究計画】 
 本部門は、炭素、有機物質を対象に、ナノスケールの構造単位とそこから形成される空間を制御す

ることによって発現する新物性や機能の探索を行っている。この数年は、(1)有機エレクトロニクスの

基礎研究、(2)ナノカーボン材料の物性研究、(3)ファンデルワールス固体へのドーピングによる物質

開発を行う計画である。 
(1) 有機トランジスタに、界面制御法を駆使したドーピング技術を導入し、デバイスの特性の精密制

御法を確立し、有機エレクトロニクスに貢献する。 
(2) カーボンナノチューブの精製により半導体と金属を分離し、その基礎的な物性を明確にした上で、

有機材料との複合系を作製し、光電機能の開拓を行う。 
(3) アルカリ金属を用いた広範囲のキャリヤドーピング、および(1)で開発する精密な界面ドーピング

によって、有機固体、層状超伝導体の電子状態制御を行う。 
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